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３７. 我々は、職業教育を含め、包摂的で公平な質の⾼い教育の確保に向けて前進することにコミットし、強靱で⽣産的な社会を
築くために、全ての⼈の⽣涯学習の機会を促進する。
近年の危機は、⼦どもや若者、特に⼥児や最も社会的に疎外され脆弱な状況にある⼈々の教育へのアクセスの減少や学習機会

の損失の増⼤につながっている。教育は全てのＳＤＧｓの⽬標を達成するための触媒であるため、我々は、特にＣＯＶＩＤ－１９
のパンデミック以降において教育を堅持し、より強靱な教育システムを構築する重要性を再確認する。
我々は、全ての学習者の教育機会を保護し、ジェンダー平等とあらゆる多様性をもつ全ての⼥性及び⼥児のエンパワーメントを、

この点に関する世界の政府開発援助（ＯＤＡ）を優先することを含め、教育において、また、教育を通じて推進するというＧ７の
これまでのコミットメントを堅持することを改めて表明する。
我々は、２０２２年９⽉の国連事務総⻑による教育変⾰サミット（ＴＥＳ）を歓迎し、各国が最も疎外された⼦どもたちの

ために、より強固な教育システムを構築することを⽀援するための主要なパートナーである「教育のためのグローバル・パートナーシップ
（ＧＰＥ）」や「教育を後回しにはできない基⾦（ＥＣＷ）」、また、国連教育科学⽂化機関（ＵＮＥＳＣＯ）や国連児童
基⾦（ＵＮＩＣＥＦ）を含む国連機関に対する継続的な⽀援を求める。
我々はまた、教育が⼈権の⼀つであることに留意しつつ、基礎学習の重要性及び全ての学習者、特に⼦供たちが成⻑し、

⾃らのウェル・ビーイングを増進するために必要な知識と技能を備えた質の⾼い学習機会を提供するため、Ｇ７がより公平かつ
効率的な⽅法で⼈への投資を拡⼤する必要性を改めて表明する。
我々は、より強靭で、包摂的で、かつ固定的な性別役割分担意識等を変⾰する教育のために、就学前教育から⾼等教育まで、

ジェンダーに関連する障壁や根本的な差別的社会規範を引き続き打破する。
我々は、若者間の国際交流、学⽣・研究者間の国際的な⼈材の移動及び循環、並びに⾼等教育機関や研究機関との間の

協⼒を引き 続き奨励する。
我々は、教育を通じて経済成⻑を実現すると同時に、社会的課題の解決に貢献できる⼈材⽀援への投資の重要性を認識する。
我々は、学校の指導・運営体制の整備も含め、全ての⼦どもが⾃らの可能性を発揮できる教育環境及び⽣涯学習の機会の

整備に向けて努⼒する。これには、デジタル格差を拡⼤させないようにしつつ、少⼈数学級の推進、改善された情報コミュニケーション
技術（ＩＣＴ）環境の整備、教育・学習を⽀援するデジタル技術の効果的な活⽤を含み得る。


